
プライバシー保護のため、この画像の自動ダウンロードをブロックしました。
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皆様、こんにちは。グローバルアミューズメント株式会社 代表取締役 青山真将樹です。

さて、本日はお盆商戦に向けた注目機種の試打リポートをご提供いたします。本日、ご送付

いたしますのは「パチスロ必殺仕事人」。“遊び易いスペック設計”と“考え抜かれたゲーム

システム”の組み合わせは秀逸のデキと評価しています。業界人の過度な高純増好きにより

稼働低下が顕著になってきたパチスロ部門で“今夏の救世主”になってくれそうな印象を

もっています。宜しくお願い申し上げます。

■新ジャンル“高ループ型”を切り開く機械だと思います。

以下が「パチスロ必殺仕事人」のスペック情報です。

・ボーナス合成確率 1/251.9（設定1）

・純増 2.0枚（想定コイン単価約3円）

・ART突入率 50% / ART初回ワンセット 40G

・ART継続率 78%～96% OVER

・新システム “恨みシステム”搭載

2014年に入りパチスロ部門が継続的な稼働苦戦に陥っているのは、業界人の“過度な高

グローバルアミューズメント株式会社
代表取締役 青山 真将樹
Ｈｏｎｄａのマーケティングプロジェクトリーダーとして新商品の開発企画に従事。
企画商品は「日本カーオブザイヤー」、「日経新聞大賞」など各賞を獲得。

2007年、とあるコンサル会社に入社。在籍6年9か月で4度の
「年間最多コンサルティング受注」を獲得、現役最強トップコンサルタントとして突出した
存在となる。2013年12月、パチンコ・パチスロの機械評価・市場分析に特化した、
コンサル＆シンクタンク会社グローバルアミューズメント株式会社を設立。
現在、ホール＆メーカーの双方から支持さる業界唯一のコンサルタントであり経営者。
（雑誌 PIDEAにて“データDYNAMITE High School”を好評連載中）

～稼働命なら、このスペックがベストだろ‼～
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純増好き”による高純増機の過剰設置が要因だと分析しています。本機（パチスロ必殺仕事

人）は、業界の悪いトレンドに屈せず、京楽らしい“稼働命スペック”にて市場投入された機械

だと評価しています。青山視点で観た「パチスロ必殺」の高評価ポイントは以下3点です。

① 稼働期待が大きい突入50%×高ループ型スペック

② トレンドの最先端を行く、イベント豊富で娯楽感の高いARTゲームシステム

③ プレイヤーのストレスを喜びに転嫁する“恨みシステム”

まず最初にご注目頂きたい本機の特徴は、突入50%×継続78%～96%overという既存機では

NO1レベルの高ループスペックです。瞬発的な払い出しよりもART全体の娯楽感を重視した

スペック設計で、ART突入時の平均ゲーム数は既存機でもトップレベルになると分析して

います。継続バトル中心のゲームシステムですので、ARTに突入したらバトルに勝つたびに

１セット40Gを獲得。ARTの継続率は最大で96%overにも至り、ART機での連チャン記録にチャ

レンジしたくなるようなスペックバランスを実現しています。業界人はすぐに差枚数のことを

考え、純増枚数のことばかりいいますが、本来プレイヤーの評価プロセスは、

Ⅰ）当たり易さ → Ⅱ）ART（ボーナス）の継続性能 → Ⅲ）差枚性能

という序列が一般的であると考えます。「最近のパチスロ機はショボ連ばかりで全然継続しな

い」という意見がプレイヤーの不満上位に挙がる中、遊び易さと継続性を両立した本機の

スペックは、お盆だけでなく客数低下期となる９月以降の商戦を見据えると、かなり戦闘力を

発揮してくれると考えています。

■ゲームシステムの斬新性にも、ぜひ注目してほしい‼

本機はその他にも、プレイヤーの不満を解消する斬新なゲームシステムを搭載しています。

ボーナス当選契機となる「恨みシステム」はプレイヤーの不満を喜びに変える斬新な発想で

作られたゲームシステムで、“ハマっても嫌にならない”絶妙な味付けとなっています。

例えば、「連続演出」や「チャンス役」で何も起こらなかった時、画面横のゲージに恨み玉が

溜まっていきます。プレイヤーの恨みが募るプロセスをゲームシステムの取り込んでいる訳

ですが、解除ゾーン（恨一撃必殺チャレンジ）に突入すると恨み玉１個につき約15%の確率で

恨み玉の数だけボーナス解除にチャレンジできます。ゲーム数解除とは異なり、チャンス役を

契機に発動する仕組みですので、ゲーム数解除嫌いのプレイヤーもストレス無く遊べる点も

注目ポイントです。ぜひ、本日の記事を本機商品評価の参考材料としてください。

本日も最後迄お読み頂き誠にありがとうございました。


